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SAR衛星と光学衛星の連携で
変化情報を抽出する

高頻度観測の時代が始まった

―「AxelGlobe」が 5 機体制と
なり、いよいよ超小型衛星による高
頻度観測の時代に入りました。「宇
宙を使う」というハードルがさらに
下がったように思います。

中村：従来、衛星ビジネスは画像
の販売がメインでしたが、今はソ
リューションを提供するのが当たり
前の時代になっています。AI 技術
を利用することで、リモセンのエキ
スパートでななくとも容易に衛星画
像から情報が抽出できるようになっ
た。より早く、安いサービスを提供
することで、さまざまな人たちに
使ってもらえる可能性が高まりま
す。

金本：利用者の目的は画像を見るこ
とではなく、必要な情報を抽出して
活用することです。これまでは変化
をモニタリングしたりするために、
撮影をタスキングして、高い料金を

払って画像を買って処理していまし
たが、今は衛星画像をクラウド上で
解析して、本当に欲しい結果だけを
シェープファイルでダウンロードす
るようなケースが増えています。こ
れも衛星が増えて、値段も安くなっ
て、AI で解析できるようになった
からこその傾向です。現状衛星ビジ
ネスはブレイクスルー直前というと
ころまできています。

― スピードとコストがポイント
ですね。

金本：アクセルスペースが 2008
年、スペースシフトが 2009 年の
創業ですが、そこから 10 年ちょっ
とでようやくここまで来ました。そ
れでもまだ衛星の数も足りないし、
AI 技術も進化の余地があります。
そうした中で「AxelGlobe」が 5
機体制になったことは非常に大きな
ニュースです。さまざまなアプリ
ケーションを実現できる可能性が高
まりました。

― 現状衛星データの需要はどの
ような分野が多いのでしょうか。

中村：一つは農業向けのニーズです。
シーディングや収穫の時期は短いス
パンでの観測が求められるので、高
頻度観測ができるコンステレーショ
ンが生きる分野です。もう一つは
SDGs に関する環境観測です。欧
米では企業の ESG が投資に大きな
影響を与えるので、社会的責任を示
す根拠となる情報を開示する必要が
あり、衛星データを使うケースが多
い。さらにもう一つ挙げるならば、
新型コロナウイルス感染症の関係で
す。こちらはサプライチェーンの監
視という目的です。今は簡単に現地
に行けないので、工場の煙などを観
測して稼働状況をリモートでモニタ
リングがするというものです。

金本：それ以外で挙げるとすれば、
災害モニタリングの需要が高まって
います。主なクライアントは保険業
界です。短期間で大きな災害が続く
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と保険金の払い出しがオーバーロー
ドしてしまうので、ある程度被災状
況を抑えておくことが払い出し業務
の円滑化につながります。たとえば
水害であれば SAR と光学画像を組
み合わせてどれくらい浸水したのか
を解析します。

中村：災害時の利用では、発災の 2
時間後には手元にデータが欲しいと
いうように、スピードが求められま
す。従来であればマニュアルで衛星
の軌道カレンダーを見ながら撮影が
可能か判断してタスクを組んでいた
ので、なかなか欲しいタイミングで
画像が手に入りませんでした。コン
ステレーションで撮影機会は増える
ので、こうした点は解消できます。

金本：またインフラ企業などでは、
施設管理のために不法立ち入りや周
辺の工事などを捉えたいというニー
ズがあります。SAR による網羅的

な観測から AI で変化を抽出して、
光学画像で詳細を確認する。こうし
た変化がデイリーで追えるので、継
続的なモニタリングの需要に応えら
れるようになります。

さまざまな用途での
衛星の活用を呼び起こす

― こうした環境の下で、スペー
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スシフトとアクセルスペースが連携
することには大きな意義がありま
す。

金本：コンステレーションの実現
で、光学衛星はリアルタイムに近
い形での撮影が可能になりますが、
雲が多い時や夜間は撮影ができな
い。いっぽう SAR 衛星は雲量が
多くても夜間でもデータが撮れま
す。EU と ESA（ヨーロッパ宇宙
機関）が運用している SAR 衛星

「Sentinel-1」もコンステレーショ
ンを指向しており、「AxelGlobe」

（地上分解能 2.5m）ほどの解像度
はないものの、広範囲をカバーする
ことができるうえ、データは無料で
提供されています。スペースシフト
が SAR のデータを解析することで
変化点候補を抽出して、その部分を

「AxelGlobe」の高分解能画像で精
査していく体制をつくることで、よ
り効率的な変化抽出が可能になり
ます。「Sentinel-1」もまもなく 4

「GRUS-1E」がファーストフライトで捉え
たシカゴ・オヘア国際空港

SAR 画像変化検知プラットフォームによる変化検知の様子
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内の災害時だけの利用では費用対効
果が合わないですが、用途を広げて、
グローバルで活用されるのであれば
自動化への投資が可能です。

「変化」をビジネスに

― 地図データベースの管理にお
いては、変化抽出が大きな負荷に
なっています。変化情報はビジネス
になる価値があると思います。

金本：そのためにも自動で連携でき
る仕組みを構築することが重要で
す。それができればそこで新しいビ
ジネスが活性化する。

中村：いっぽうで BtoB のビジネス
では、顧客が利用シーンをイメージ
しやすいよう、「何のためのアプリ
ケーションなのか」という形で具体
的なアプローチを明確にすることも
重要になります。プラットフォーム
自体は汎用だけれども、ソリュー
ションに関してはニーズに特化した
ものを提供する。そういう「使って
もらえる仕組み」も作る必要があり
ます。

金本：課題とソリューションを上手
にマッチングしていくことですね。
あとハードルを下げる部分でいえ
ば、価格を明確にすることや、アー
リーアダプタ的な人にどんどん使っ
てもらって発信してもらうことも必
要ですね。

機体制になって回帰日数 3 日とな
るので、ファインダー的に SAR を
活用する意義は高いと思います。

― SAR と光学を組み合わせるこ
とでさらに強みが発揮できる。

中村：SAR と光学、あるいはドロ
ーンなども組み合わせてモニタリン
グができればさらに価値を生むこと
ができます。衛星ビジネスという
のは発注方法や価格などオールド
ファッションな仕組みが残ってい
て、それが利用者にとってハードル
となっている。たとえば API で提
供したり、ドローンの撮影までも含
めてタスキングを自動化して、撮影
依頼も直前まで受け付けるようにし
たりできれば利用者はもっと増える
はずです。

金本：今はアクセルスペースと協力
しながら、「Sentinel-1」の SAR
で変化候補を捉えて、該当部分の

「AxelGlobe」の高分解能画像を抽
出するという一連の連携を自動化し
ていくことを目指しています。多く
のユーザーが求めているのは解析結
果なので、そこだけを提供するこ
とで価格を抑えることはもちろん、
ユーザーが欲しい情報をワンストッ
プで組み合わせて提供できるように
したい。

中村：タスキングが自動化されて価
格が手ごろになれば衛星データもコ
モディティ化していくでしょう。国

― 今後の期待が広がります。

中村：2023 年にはさらに 5 機打
ち上げることで、「AxelGlobe」は
10 機体制になります。アクセルス
ペースとしては、「宇宙」や「衛星」
を意識しないシームレスなプラット
フォームをつくりたい。さまざまな
課題に対して、人々のアクションに
結び付けられるラストワンマイルの
ための解析結果を提供していきたい
ですね。

金本：私たちは「宇宙を活用する」
インフラをつくる立場です。いい仕
組みができれば、そこにさまざまな
分野のバイヤーが入ってきて宇宙ビ
ジネスは活性化していきます。アク
セルスペースと連携してその仕組み
を実現したいと考えています。

― ありがとうございました。

PR
SAR 衛星と光学衛星の連携

「Tip&Cue」の仕組み
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株式会社スペースシフト
 https://spcsft.com/
株式会社アクセルスペース
https://www.axelspace.com/?lang=ja

【人材募集】スペースシフトでは GIS・
衛星データ技術者を募集しています。
● GIS ソフト、専用ソフトを使用した
衛星データ解析業務経験のある方！
● 注目の衛星データ利用ベンチャーで
働いてみませんか？
ご応募やお問い合わせは Web サイトか
ら→ https://www.spcsft.com/


